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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ごみ減量対策推進会議について
　皆さまにお尋ねします。週２回市の生ごみの回収にパッカー車が巡回してきます。
その際に、いつもごみ出しをしておられる方、挙手願います。有難うございました。

　ごみに関心がありますか？あるNPO団体の長に「ごみ減量」について話をさせてほしい
とお願いをしました。ところが、その方はごみ減量等よりもっと考えることが多くあり、
今は関心がないのでと断わられました。ごみの回収は、市の仕事であり、税金を払って
いるのだから当然やってもらっている。タダで回収してくれていると思われていませんか？

　ごみ減量推進対策会議は、大阪狭山市生活環境グループとまちづくり研究会との協働事業で、その報告です。
 まちづくり研究会環境関連分科会の発足の経過を説明いたします。
　私も、平成19年「まちづくり大学第1期」の授業を受けた。卒業後、10月に「まちづくり研究会」を立ち上げ、分野別研究テーマで、5つの分科会を設置。現在も続いています。
　・環境　　・自治　防災　　・福祉　介護　　・教育　文化　　・都市計画　行財政　
　環境関連分科会に入会しました。
環境と言っても自然環境、住宅環境、交通環境、景観の保護とか種々問題があり、最終的に「ごみ減量」を取り組もうと決定しました。

 大阪狭山市の広報誌でもごみ減量についての報道をしていますが、南河内地区市町村の中で、ここ数年、1人当たりのごみ排出量が一番多く、現実にはごみ減量が出来ていませんでした。大阪狭山市のごみ排出量の推移を見ますと少しずつ右肩下がりで減少はしています。昨年は、ワースト1から脱出できると期待していたのですが、残念ながら実現しませんでした。今年こそは？？？と考えています。

 　ごみを出すのは市民です。一人一人が、積極的に環境保全の施策に参画していく時だと思いました。「もったいない精神」で生活を心がけ、物を大切に使いごみ減量に取り組まなければならないと考えています。大量生産・大量消費・大量廃棄というシステムに支えられて､良い快適な生活で、便利な生活を享受してきました。資源の枯渇、地球温暖化など種々な障害をもたらせており、環境の負荷の少ない循環型社会への転換を迫られています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　市ではごみ減量を訴えていますが、その声はなかなか
市民までは届いておりません。市民一人一人がその気
にならなければ、減量など出来ません。
　広報おおさかさやまでは、毎年数ページを使い、「ごみ
減量」の意義、手法を説明しています。また昨年からは、
年２回ごみ減量NEEWSを作り発行しています。
別紙のとおりです。　市内でのイベントがあるたびに、
パネルを使い、ごみ減量を訴えていますが、実践が
出来おらず、進んでいません。
　先程小林課長が説明されましたように、南河内清掃組合
傘下の5市町村の中で、ここ数年一日一人当たりのごみ
排出量がトップを続けています。
　大阪狭山市では、「一般廃棄物ごみ処理基本計画」を策定して、平成40年には40％ごみ削減できるよう
計画しています。当然比例で費用を減額出来ないにしても、少しでも、ごみ処理予算から、増額が続いて
いる福祉・子育て予算などに振り向けられます。
皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　ごみ減量推進会議の平成26年度の活動報告をします。

　毎月1回原則第3土曜日に推進会議をしています。資源ごみ部会、焼却ごみ部会に
分かれて行っていますが、合同で行うこともあります。

　昨年は、ごみ減量NEWSを2回発行しました。添付（1号、2号）のとおりです。

　さやま池まつり、産業まつりに参加して、ごみ減量を訴えています。
ここに示ししている５枚のパネルを使い、皆様に説明しています。訪問
また、水切りネットや水切りグッズなどを配布してPRしています。
さらに、「大阪狭山市イベントごみ減量マニュアル」を策定して、真ん中に写真にありますように、生活環境グループより、
ごみ分別箱を貸出しして、イベントごとに使用していただき、ごみ分別の習慣をつけていただくようにしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　平成27年度は、前年と同じような活動を続けています。
ごみ減量NEWS2回発行、第3号発行済ですが、皆様ご覧いただいているでしょうか。
今回は、初めて広報に折込していただきました。これまでは、折込を費用がかかるので、
ごみシールを配布する際に、同時にしていたのですが、すぐにご覧いただけないような
ので、今回は予算をとり、広報折込にしました。

また、10月17日の産業まつり(環境・リサイクルフェアー)では、水切りグッズを渡し、
同時にアンケートをお願いして実態調査を実施します。
皆様も参加いただき、アンケートにもご協力ください。
同時に、牛乳パックを使い、工作も行います。子どもたちのやれるイベントなので
ご参加をお願いします。

　「ごみの分け方・出し方」のパンフレットを皆様ご覧になっていると思います。
もっと見やすく、ごみ減量をしやすくするように、改定をしていきます。
数年ごとに改定していたのですが、今年度からは毎年改定して、見やすく、ごみ減量しやすい文書にしてPRに努めます。

　皆様も「廃棄物減量推進員」に応募いただき、ご一緒に活動しませんか？条例に定められた資格なので、市長から
委託を受けて活動します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　今年度、大阪狭山市一般廃棄物ごみ処理基本計画の策定に必要なごみ質やごみの
排出実態・排出量の動向を把握するための基礎資料を把握するために基礎資料とし、
又、分別収集計画等関連計画や今後の減量施策、事業推進の基礎資料とすることを
目的に実施したものです。

調査場所：大阪狭山市内
実施時期：平成２４年７月、平成２５年２月の２回
調査区分：家庭系ごみ（もえるごみ）・・・・戸建住宅地区及び集合住宅地区において、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市が指定した地区で各１０袋（計４０袋）を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アトランダムに採取して試料とした。
　　　　　　　家庭系ごみ（粗大ごみ）・・・・戸建住宅地区及び集合住宅地区において、市が指定したステーション各２か所で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべての粗大ごみを採取して試料とした。
　　　　　　　事業系ごみ・・・・・・・・・・・・・市が指定した地区で計４０袋をアトランダムに採取して試料とした。


?

TJIV=TF5T1ANvI3y




D) —TEHT —~
[RETCEDCHBE]

« BIRBEBHIEDETIICDNTC SRETLEFINOTNDCE, Bo>TNDC

CEBRESHCGEELE>TLIESN,
c BRI CEORBERXIBREINTERE U T >TIIZE,
« RBDOREIC, TIV—TD—-—DDRRZ2ZTIV—TNomE LU TNEIEEET,

T4 ANV 3 VEE
1105450 T

—

X
11854501051 2850033

8




[BIFSHLTOEFEUE . - - High Voon

9 BE  RIDJOY—EYH—K—ALR=Y



L&DH (Eok) HEHCHSR High Mooy

& HF 20RO RSRILE S X T

HR  RIDJDOY—EIH—HR—ALAR=I
10



VYA 2ILIEB,

'TRERNERNRIBC » G\ 7?7

R RIDAY—EYY—HK—LR=Y

1"



P sancnee.
\




	スライド番号 1
	 ごみ減量対策推進会議について　�　　　　     
	スライド番号 3
	ごみ減量対策推進会議H29年度報告　
	�ごみ減量対策推進会議H30年度計画　��
	����　　�　　��　�
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12

